
高知県立山田高等学校

Yamada High School
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令和３年７月１５日（木）

令和３年７月15日
第125回教育課程部会
資 料 ２ ー ３



１ 学校概要
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高知県 人口 68万4,153人
香美市 人口 2万5,872人
〇1955年高知ピーク88万人 R３.6.１現在調査

高知市
32万4,650人（県民の47.5％）

（１）学校環境

高知市高知市に通学しやすい環境。
郡部校では、生徒数確保が課題。
（特急で１３分）



◆創立81年目

◆卒業生約１万５千人

◆全日制（令和３年度のクラス数ならびに生徒数）募集定員：各学年200名

１年 普通科２ グローバル探究科１ ビジネス探究科１（105名）

２年 普通科２ グローバル探究科１ ビジネス探究科１（119名）

３年 普通科３ 商業科１（101名） 総計325名
◆定時制普通科４クラス（生徒数15名）

◆平成４年にラーゴ高校（米フロリダ州）と姉妹校締結

《校訓》 誠実にあれ 誇らかにあれ 貫きてあれ
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平成28年に商業科の生徒が商品開発 商業科は販売実習等で生徒の自尊感情

を高める取組を実践

女子陸上部は年末京都で開催される
高校女子駅伝に第一回大会から32年連続出場

（２）学校概要



（３）地域と連携・協働して生徒を育てる仕掛けづくり
平成28年度から「総合的な学習の時間」を大改革

地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

1年生
「地域課題探究Ⅰ」

２年生
「地域課題探究Ⅱ」

３年生
「知の探究」

地元を知る
地域の情報収集（講演、インターン

シップ、地域活動に参加）
自分のキャリアに
関するテーマを設
定し、深掘りする

チームで活動 チームで活動 個人で活動

自ら主体的に判断
し、キャリア形成
する力を育てる

地域に提案する

課題解決策を探る

高知県を知る
県政課題を知事から聞く

足を使って情報収集（県庁など）

高知県に提案する

香美市の企業CM作成

３市の課題解決策を提案
香美市
香南市
南国市

テーマは“チームでイノベーション”
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令和2年度から新学科を設置
〇グローバル探究科 定員80名 「科学的に探究する」
〇ビジネス探究科 定員40名 「ビジネスを探究する」
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２ さらに「探究する学校」をめざして

〇普通科 定員80名 「地域の課題を探究する」



（１）探究科設置に向けて（将来構想を検討する組織）
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４名の外部委員と校長
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（２）探究活動の校内推進体制

管理職
〇計画の立案 〇進捗管理
〇外部機関との連携等をサポート

◎研修企画部長

探究活動を担任・副担任
が担当

◎グローバル探究科長

探究活動を学科長、副学
科長、担任、副担任が担
当

◎ビジネス探究科長

探究活動を商業科の教員
が担当

全ての教員が探究活動を支援
・専門教科の枠を超え、すべての教員が生徒をサポートする
・趣味や特技など、様々な分野でスキルをもった教員の活用

普通科の探究活動 グローバル探究科の探究活動 ビジネス探究科の探究活動

連携・支援
連携・支援

情
報
共
有

情
報
共
有 連携・支援



地域の発展に思
いを馳せ、地域創
生に有為な人材を、
地域と一体となっ
て輩出

目 的
○主体的に地域イベントやボランティ
ア等の地域貢献活動に参加し、運営す
ることができる。
○地域の課題を発見し、その課題解決
に向け全力で取り組むことができる。
○他者を思い、他者と協力して行動す
ることができる。
○自ら学び、自ら判断し、自ら行動す
ることができる。

ゴールイメージ
（生徒に身に付けさせたい力）
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（３）探究活動を推進するエンジン
平成28年度「学校地域協働本部事業」を受託



行政

商工会

地域産業

地域住民

香美市など香美市など

高知工科大学

山田高校

中学校

小学校

幼稚園・保育園

学校地域協働本部

・運営委員
・地域連携コーディネーター

連携の橋渡し役

提
案
・
支
援

連
携
提
案

支
援
要
請

地域で活
躍する

地域に
出る

地域創生の実現 香美学園都市香美学園都市

Win Win

10

●学校地域協働本部の仕組み
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●組織・体制
山田高校学校地域協働本部

運営委員

事務局

板原　慶典

吉田　美遊

・吹奏楽部

・茶道部

・高知工科大学学長 磯部　雅彦 
・香美市長 　　          法光院　晶一
・香美市教育長 　　　  時久　惠子 
・香美市商工会長 　　寺村　勉
◎高知県議会議員   　依光　晃一郎（委員長）

校長、教頭（3名）、研修企画部長、教務部長

浅川　愛菜

吉松　　　望

浅野　聡子（総括）

長吉　真吾

溝渕　和秀

地域連携
コーディネーター

土曜英語塾
学習支援員

文化部活動
支援員

・華道部Ａ氏

Ｂ氏

Ｅ氏（総括）

Ｆ氏

Ｇ氏

Ｈ氏

Ｉ氏
地域連携コーディネーターの役割が重要である。
※人材の確保が課題である。

◎地元の産官学ならびに地域代表の核となる５名に委嘱
◎事業計画案に対する意見や助言・評価等、ＰＤＣＡサイク
ルを確実に回す
※地域からの協力をスムーズに得ることができる

校長、副校長、教頭、研修企画部長、グローバル探究科長、ビジネス探究科長、教務部長
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（４）IC T環境の整備
教員と生徒を結ぶ情報ツール

普通科教室・探究ルームの整備

東京の講師による遠隔講演

台湾の大学生と
会議システムを使って情報交換

全ての普通科教室にプロジェクタ設置

英数国の課題配信や課題提出

生徒間で情報共有を行う

探究活動で得た情報をリアルタイム共有 / プレゼンでも活用

※生徒は情報端末を個人契約
すべての教室にwi-fi環境を整備

授業や研修のプレゼンテーション
の場として探究ルームを活用

（SDGｓﾜｰｸｼｮｯﾌ）



３ 教員が「探究活動」を探究する

〇授業に探究活動を取り入れる工夫
〇外部機関と連携した探究学習（ブック・クラブ）
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（２）国語科における探究活動の例（国語課題探究：３年生普通科）

Ｒ２年度 実践例

授業目的：方言の良さを知る
実践内容：「童話・昔話の

土佐弁への翻訳」

Ｒ３年度 実践例

授業目的：母校の良さを知る
実践内容：「山高かるたの

作成」

「国語課題探究」
授業目標

①国語の基本的知識を
身に付ける

②生涯にわたって国語
に親しみ、国語を楽
しみ、活用して生き
る姿勢を養う

↓

探究活動のテーマ
これまでに身に付けた
国語の知識を活用して
表現を楽しむことを、

創作活動を通して
実現できないか？

表現の工夫
客観的視点
の獲得

郷土愛

身に付けた
知識の活用

形にする
ことの喜び

探究活動の到達点
生涯にわたって
国語に親しむ
姿勢の涵養
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（３）ブック・クラブ活動（高知工科大学教授と本校教員との探究学習）

〇2020年９月スタート（本校教員５名が参加）

〇ブッククラブは、講演中心の従来型の校内研修とはまったく
異なる新しい学びの方法

〇半年間で４冊読破
・工藤勇一 (2019) 『麹町中学校の型破り校長-非常識な教え』SB新書.
・河野哲也(2018)『じぶんで考えじぶんで話せる こどもを育てる哲学レッスン』河出書房新社
・マーサ・ラッシュ著/長﨑政浩・吉田新一郎訳 (2020) 『退屈な授業をぶっ飛ばせ!: 学びに熱中
する教室』新評論
・中野民夫(2017)『学び合う場のつくり方ー本当の学びへのファシリティーション』岩波書店

※この春、他校に転勤した教員もリモートで参加しています。



４ グローバル探究科における探究活動

〇探究活動を科学的に行う
〇自分の足で情報を集める
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（１）グローバル探究科のカリキュラム

学年 コース 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

世界史Ｂ/日本史Ｂ/
地理Ｂ

日本史Ａ/
地理Ａ/倫

理

現代社会/
政治経済

世界史Ｂ演習/
日本史Ｂ演習/

地理Ｂ演習

現代社会演習/
倫理演習/

政治経済演習
人文探究 現代文研究 古典Ｂ 数学研究Ⅱ

英語理解 英語表現 知の探究

ホ
ー

ム
ル
ー

ム
活
動

化学 物理/生物

生物基礎演習
化学基礎演習/
地学基礎演習

科学探究
現代文
研究

古典Ｂ
政治経済/
現代社会演

習
理数数学特論

化学 物理/生物

体育３年

英語表現
グローバ
ル課題探

究

ホ
ー

ム
ル
ー

ム
活
動

人文探究 国語研究 古典Ｂ 数学研究Ⅰ

理数数学Ⅱ 化学基礎 物理/生物

保健 体育 英語理解

化学基礎/
地学基礎

科学探究 国語研究 古典Ｂ
日本史A/

地理A
現代社会/

倫理

２年

芸術Ⅰ 総合英語 家庭基礎
社会と
情報

探究リテラ
シー

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動

国語総合 世界史Ａ 理数数学Ⅰ 物理基礎 生物基礎 体育 保健１年
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（２）探究活動のお手本は ⇒ 全国総文「自然科学分野」

興味・関心を抱いたことにチャレンジする姿は素晴らしかった
写真・資料

令和２年度高知県予選の様子

■令和元年佐賀県総合文化祭
・ダンゴムシを研究している生徒
・ダンゴムシの糞が研究対象
（カビを抑える常在菌の研究）
・人類に役立つ薬を開発したい
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グローバル探究科
探究科目

（３）グローバル探究科で身に付けさせたい力



（４）探究科目１年生「探究リテラシー」学習イメージ図

課題発見

•地域をフィールド
とした課題を知る

•探究活動の概要を
知る

•活動計画の策定
（年間計画）

探究活動

•調べ学習

•探究グループ決定

•探究課題決定

•フィールドワーク

検証活動

•担当教員や大学生ﾒ
ﾝﾀｰによる支援

•大学や研究機関と
連携した探究

中間発表

•これまでの探究に
ついて発表（形式
＝スライド発表）

•相互評価や意見交
換

最終発表

•学校内外の発表会
で成果を発表する
（形式＝ポスター
発表）

１年次
４月 10月 11月 ２月

◆活動例◆

①田村先生の講演を
聞く（4/15）

②新聞記事から地域
を知る

③かみプロとの座談
会（６月）

※担当教員、ｺｰﾃﾞｨﾈｰ
ﾀｰ（大学生ﾒﾝﾀｰ）と
のやり取り

◆活動例◆

①気になったことにつ
いて調査し、根拠をも
とにまとめる作業を行
い探究の基礎を学ぶ

②興味関心の近いもの
で探究グループを設定
（４グループ体制）

③探究課題の決定

④夏季休業中にフィー
ルドワーク

◆活動例◆

①グループごとに調
査、実験等を重ねる

②中間発表に向けて
スライドを整える

③発表の練習をする

◆活動例◆

①各グループで探究
を進めながら、ここ
までの活動や探究の
進捗をスライドにま
とめる

②２月の発表の練習
と位置づけ、発表者
側は発表スキルを、
聴衆側は質問スキル
を磨く

◆活動例◆

・よってたかって探
究発表会

・グローバル探究科
探究発表会

・高校生の日

・四国高校生探究活
動発表会 等

検証活動

◆活動例◆

①中間発表時の指摘
をもとに調査、実験
等を重ねる

②中間発表に向けて
スライドを整える

③発表の練習をする

・担当教員や大学
生メンターによる
支援

・大学や研究機関
と連携した探究

論文・
スライド
・探究の成果を論文
にする

・スライドにまとめ
る

◆活動例◆

①各グループの活動
や探究の成果を論文
にする

②２月のポスター発
表用にスライドを作
成し、１スライドず
つ印刷してポスター
発表の形式を整え、
原稿を持たずに発表
するための練習をす
る



２年次 グローバル課題探究 ３年次 知の探究
４月 10月 ３月 ６月

（４）２年生「グローバル課題探究」/３年生「知の探究」

課題発見

•本物の探究を知る

•課題の模索活動

•活動計画の策定
（年間計画）

探究活動

•フィールド
ワーク計画

•支援機関を探す

•探究計画書の作成

検証活動

•担当教員や大学生ﾒ
ﾝﾀｰによる支援

•大学や研究機関と
連携した探究

中間発表

•これまでの探究に
ついて発表（形式
＝スライド発表）

•相互評価や意見交
換

論文完成

•論文を完成させる

◆活動例◆

①ＳＤＧｓプロの話を
聞き、世界の諸問題を
知る

②高知コア研究所 伊
藤元雄アドバイザーの
話を聞き、課題設定の
方法について理解する

②担当教員、ｺｰﾃﾞｨﾈｰ
ﾀｰ（大学生ﾒﾝﾀｰ）、ア
ドバイザーとのやり取
りを通して探究テーマ
を決定する（６月末）

◆活動例◆

①探究時間の活動計画
に沿った探究活動

②放課後、休日、長期
休業を使った探究活動

③フィールドワーク、
各種連携機関・大学等
での学び・実験

④高校生の探究活動紹
介（交流会）

◆活動例◆

①調査、実験等を重
ねる

②中間発表に向けて
スライドを整える

③発表の練習をする

◆備考欄

①探究を進めながら、
ここまでの活動や探
究の進捗をスライド
にまとめる

②２月の発表の練習
と位置づけ、発表者
側は発表スキルを、
聴衆側は質問スキル
を磨く

◆活動欄◆

①担当教員、ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ（大学生ﾒﾝﾀｰ）、
アドバイザーに相談
しながら、論文を執
筆する

検証
活動

◆活動例◆

①中間発表時の
指摘をもとに調
査、実験等を重
ねる

②スライドを作
成する

③発表の練習を
する

・担当教員や
大学生メン
ターによる支
援
・大学や研究
機関と連携し
た探究

スライド・
最終発表
・探究の成果を
論文にする
（要旨は英語）

・最終発表をす
る（形式＝ポス
ター発表）

◆活動例◆

・よってたかっ
て探究発表会

・グローバル探
究科探究発表会

・高校生の日

・四国高校生探
究活動発表会
等



５ 令和2年度グローバル探究科における探究活動
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（１）6月10日「探究運動会」チームで仲間意識を高める

・パスタタワーづくり
・紙飛行機とばし
・ボール運び など

★目的
●仲間意識を高める
●現実社会を理解させる
“チームで
イノベーション”

※１年生は「チーム」で活動します。組織や地域社会の中で多様な人とともに仕事ができる力を身に付けます。

（この時点でメンバーを決定）
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（２）7月15日・22日「チームで課題設定」 4チーム結成（1班4名）

上の写真は探究活動中の様子探究リテラシーの授業で協議する生徒たち
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（３）8月14日「夏休みフィールドワーク」～鹿の食害調査～

高知県で有名な山「三嶺」で、鹿の被害にあった樹木を調査

※三嶺を守る会の方と、生徒が一緒に調査登山している様子です。（登山経験のない生徒がほとんどなので、引率教員も付けました）

自らの足で情報を稼ぐ

道なき道を歩き続け、自然の厳しさを学ぶ 植林された樹木などを手入れし現状調査山の専門家から情報を収集しています
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（４）県内大学等との連携【2学期】（高知工科大学、高知県立大学、高知大学など）

大学施設の電子顕微鏡等の機器を操作し、
海塩に含まれる物質を調査中（ﾏｲｸﾛﾌﾟﾗｽﾁｯｸ）

高知工科大学（環境理工学群研究室）

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・中国の海塩
を生徒自らが購入

●マイクロプラスチック班は、
「海塩には必ずﾏｲｸﾛﾌﾟﾗｽﾁｯｸが含まれている」を検証する

県施設の高知県工業技術センターでも分析
（染色-蛍光観察法・赤外分光光度法の実験）
◎数値データの比較で物質を特定

高知工科大学（経済マネージメント学群研究室）

大学教授から効果的な宣伝方法や、マーケティングについて学ぶ

大学生のサポート（高知工科大学生など）

大学生から助言を受ける生徒たち（探究の時間のひとコマ）
※地域の大人も生徒たちのサポートをしてくれています

●広告班は、「本校の入学者数を増やすための宣伝方法」を検証する

高知工科大学ボランティア組織 ⇒ CSL（コミュニティサービスラーニング）



28

（５）校内検証実験【２学期】

※検証実験の結果、男女差があることが判明。男性は苦みと渋みの
あるお茶を選択。女性は甘みの強いお茶を選択することが判明

●「山田まんにあう土佐茶はなにか」を検証し、
商業科が開発した「山田まん」と「土佐茶」の知名度UPを図る

お茶班（検証実験）
鹿肉班（検証実験）

８種類の土佐茶で検証 大学教授の助言を参考にアンケートを作成

●「鹿肉の臭みや食感を科学的に測定し、臭みや硬さを緩和させ、
捨てられている鹿肉を有効活用できないか」を検証する

家庭科室で鹿肉解体
官能検査と機械検査に挑戦

鹿肉を身近な食材で下処理
（塩麴、ゆず、ﾖｰｸﾞﾙﾄで検証）

鹿肉の下処理後、経過時間により
硬さや成分変化を測定する

※機械検査（PH検査、アミノ酸分析）では“ゆず”がすぐれ
ているという結果となった。官能検査（人間の感覚）と機
械検査の差についても検証している。
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（６）成果発表１ 【３学期】

地元、香美市をあげての発表会

※香美市が“探究のまち”であることを、地域の方に伝える良い機会
となりました。（本校体育館にて開催）

2/19 山田高校探究発表会

●地元の小学校、中学校、本校、大学や民間企業の合同発表会

2/24 探究活動最終成果発表会

●ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝにすることで、生徒の力量が試されました

「山田まん」にあうお茶はどれか？最終プレゼンでも検証です

國學院大學 田村先生から質問
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※高知市にある「オーテピア」で開催されました。
多くの県民に取組み内容を伝えることができました。

（７）成果発表２ 校外での成果発表 【３学期】

3/21 高知県教育委員会主催「高校生の日」 3/25 第一回四国まんなか高校生探究活動サミット

※四国の高校生が集う探究サミットに参加しました。
（四国４県の学校が連携した探究発表会となります）

●コロナの関係でZoom開催となる



６ 令和2年度グローバル探究科1年生の
探究活動の成果
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（１）探究活動の成果１

※他校の生徒との交流は、本校の生徒たちに刺激を与えてくれました。
また、大きな賞をいただけたことは、生徒の自信になりました。生徒もたいへん喜んでました。

3/25 第一回四国まんなか高校生探究活動サミットで金賞

本校、ビジネス探究科も受賞

自尊感情や自己有用感を高める
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（２）情報発信「お茶班新聞」の発行【11月～3月（５号までを発刊）】

※生徒たちが「探究活動」の苦労話や取組に対する熱意が、この新聞記事に凝縮されています。

「しんどい」を「やりが
い」に・・達成感！

やればできるという
マインドの醸成

チームでイノベーション
多様な人々との協働
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（３）発表資料からみえてくる探究活動の工夫（物事を科学的に捉える）

「お茶班」がポスターセッションに使った発表資料

山田まんと土佐茶の
知名度アップ

（マーケティング）

土佐茶のPH検査
集団による官能検査
（科学的な検証）

調査方法の決定
（アンケートや検証
方法などについて大

学等と連携）

検証結果を
数値的に考察する



35

（４）論文集を作成【３月】

マイクロプラスチック班

お茶班

鹿班広告班

※目標とする「全国高等学校総合文化祭 自然科学の発表会」
で配布される発表要旨に近づいた気がします。

■論文集からみたマイクロプラスチック班における探究活動の成果
●物事への関心・意欲を高めることができた（好奇心やワクワク感）
●環境問題に対する疑問（社会情勢への関心）
●課題に対する科学的なアプローチ（専門機関で機材を使った物質解析）

※一年間の探究成果をまとめた論文集（抜粋）となります



７ 生徒・教職員等の声
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◆ 生徒の声

■生徒たちの学習意欲等を向上させる「探究活動」
〇大学や研究機関等と連携した探究活動を行ったことで、大学進学への意欲が高まり、ほとんどの生徒が国
公立大学への進学を希望（自らが学びたいことができる大学を選択）
〇共通テストに対応できる学力を身に付けるため、進学補習や家庭学習等にさらに力を入れるようになった。
〇探究活動における発表を通して、特に「表現する力」が身についた、各教科で取り組んでいる「主体的で
対話的な学び」の授業実践にも繋がっている。
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◆ 関係者の声
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◆ 教員の声 平成28年度からスタートした「探究活動」から学んだこと
◎そんなの無理からスタートしたが、探究活動の成果が素晴らしかったことや

地域からの評価が得られたことで、教員のモチベーションがアップした。
◎学校と地域が連携して取り組んだことで、教員と地域との関わりが深まった。
◎教員だけで生徒を支援するのではなく、地域連携コーディネーターや行政機

関・商工会等の協力を得ることで、教員の負担も軽減された。



山田高校は“探究活動”を通して
地域社会に貢献できる

人材の育成に取り組んでいます！
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